
名

称

区

域

西
尾
市

平
成
二
十
三
年
総
務
省
告
示
第
三
十
一
号
に
よ
り
同
年
四
月
一
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な

る
市
町
の
廃
置
分
合
が
行
わ
れ
る
前
（
以
下
「
合
併
前
」
と
い
う
。）の
愛
知
県
西
尾
市
の
区
域

一
色
町

合
併
前
の
愛
知
県
幡
豆
郡
一
色
町
の
区
域

吉
良
町

合
併
前
の
愛
知
県
幡
豆
郡
吉
良
町
の
区
域

幡
豆
町

合
併
前
の
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
の
区
域

官

庁

報

告

１
別
表
中
「
1
3
3」
を
「
1
3
2」
に
、

「
平
成
2
0年
４
月
１
日
か
ら

平
成
2
1年
３
月
3
1日
ま
で

1
0
0

」
を

「
平
成
2
0年
４
月
１
日
か
ら

平
成
2
1年
３
月
3
1日
ま
で

1
0
0

平
成
2
1年
４
月
１
日
か
ら

平
成
2
2年
３
月
3
1日
ま
で

1
0
0

」

に
改
め
る
。

２
こ
の
決
定
に
よ
る
改
正
は
、
平
成
2
3年
４
月
１
日
か
ら
効
力
を
発
生
す
る
。

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報

官

庁

事

項

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
三
十
七
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土

交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
第
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
」
の
次
に
「
、
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
（
別
添
二
十
「
外

装
の
技
術
基
準
」
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
、「
第
九
十
四
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
の
次
に
「
、
第
百
条
第
四
項
第

二
号
」
を
、「
第
百
七
十
二
条
第
五
項
及
び
第
七
項
」
の
次
に
「
、
第
百
七
十
八
条
第
四
項
第
二
号
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
気
象
庁
告
示
第
三
号

気
象
業
務
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
百
一
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
気
象
庁
予
報

警
報
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
運
輸
省
告
示
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

気
象
庁
長
官

羽
鳥

光
彦

別
表
第
四
愛
知
県
の
項
及
び
別
表
第
五
愛
知
県
の
項
中
「
、
幡
豆
郡
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
気
象
庁
告
示
第
四
号

気
象
業
務
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
百
一
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
気
象
庁
予
報

警
報
規
程
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

気
象
庁
長
官

羽
鳥

光
彦

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
零
時
か
ら
同
日
十
三
時
ま
で
の
間
に
お
け
る
愛
知
県
西
尾
市
の
区
域
に
係
る
気
象
庁
予
報

警
報
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
運
輸
省
告
示
第
六
十
三
号
）第
十
二
条
第
一
項
に
掲
げ
る
注
意
報
及
び
警
報
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
（
沿
岸
の
海
域
を
含
む
。）に
限
定
し
て
行
う
。

〇
防
衛
省
告
示
第
七
十
一
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
七
号
（
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に

お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ

き
土
地
の
使
用
の
認
定
を
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

三
中
「
沖
縄
県
国
頭
郡
金
武
町
字
金
武
三
五
番
地

金
武
防
衛
事
務
所
」
を
「
沖
縄
県
国
頭
郡
金
武
町
字
伊
芸
七
六

番
地
一

金
武
防
衛
出
張
所
」
に
改
め
る
。

人
事
院
公
示
第
６
号

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和

2
6年
法
律
第

1
9
1号
）
第
４
条
の
２
第
１
項
及
び
人
事
院
規
則

1
6
`

０
（
職
員
の
災
害
補
償
）
第
1
7条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
２
年
人
事
院
公
示
第
８
号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

平
成

2
3
年
３
月

3
1
日

人
事
院
総
裁
江
利
川
毅

人
事
院
公
示
第
７
号

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和

2
6年
法
律
第

1
9
1号
）
第
４
条
の
３
第
１
項
及
び
第
４
条
の
４
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
４
年
人
事
院
公
示
第
６
号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

平
成

2
3
年
３
月

3
1
日

人
事
院
総
裁
江
利
川
毅

〇
防
衛
省
告
示
第
七
十
二
号

平
成
十
一
年
防
衛
庁
告
示
第
四
十
九
号
（
自
衛
隊
が
管
理
す
る
飛
行
場
等
を
国
の
航
空
機
以
外
の
航
空
機
が
使
用
す

る
場
合
の
使
用
料
の
額
の
特
例
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。
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